
■ 対象者

フロン類（CFC、HCFC、HFCをいう）が充填されている業務用冷凍空調機器※
(第一種特定製品、以下「機器」という。)の管理者には「定期点検」の実施などが義務付けられました。

※ 業務用冷凍空調機器：ターボ冷凍機、スクリュー冷凍機、冷蔵冷凍ユニット、輸送用冷凍冷蔵ユニット、冷凍冷蔵
ショーケース、製氷機、冷水機、業務用冷凍冷蔵庫パッケージエアコン、ガスヒートポンプ、チリングユニット、飲料用
自動販売機 等

⇒三井のコンプレッサ内蔵ドライヤは7.5ｋW以下の為、定期点検の法的義務はありません。

３.基本的事項として、設置場所やフロン類の種類・充填量・出力・数量等を把握し、機器を
　廃棄するまで記録・保存する必要があります。

⇒フロン類の種類・充填量・出力についてはドライヤの銘板に記載されております。
　ご不明の場合、お問い合わせ下さい。

管理者は「機器の簡易点検」「点検の記録・保存」等が順守事項となります。

１.第一種特定製品については全て３ヶ月に1回以上の簡易点検（目視確認）が必要になります。

⇒三井のコンプレッサ内蔵ドライヤも３ヶ月に１回以上の簡易点検（目視確認）が必要になります。

２.エアードライヤについては、ドライヤ単体の圧縮機の電動力で7.5ｋW以上の場合、専門知識を
　有する者による定期点検が義務付けられます。

フロン回収・破壊法が改正され
2015年４月施行、名称が
「フロン類の使用合理化及び管理の適正化に関する法律」
（略称：フロン排出抑制法）に改名されました。

当該機器の圧縮機に用いられる電動機の定格出力が7.5kW以上かど
うかが定期点検の法的義務の判定基準となります。
当該機器 … 簡易定期点検＋有資格者の定期点検が必須
全ての機器 … 簡易定期点検が必須
（２０１５年４月以前に納入されたものも対象となります。）

三井のコンプレッサ内蔵ドライヤは「第一種特定製品」に該当します。



■ 簡易点検

■ 定期点検

■ 点検・整備の記録と保存

３ヶ月に1回以上の目視確認が必要になります。
簡易点検については管理者自らが実施することも可。

エアードライヤについては、ドライヤ単体の圧縮機の電動力で7.5ｋW以上が専門
知識を有する者による点検が義務付けられます。

管理者が基本的事項として、設置場所やフロン類の種類・充填量・出力・数量等を
把握し、機器を廃棄するまで記録・保存する必要があります。

三井のコンプレッサ内蔵ドライヤは7.5ｋW以下の為、
上記の定期点検の法的義務はありません。


